
「
や
る
気
」
を
引
き
出
す
た
め
、
『
北
海
道
大
学
新
渡
戸
奨
学
金
』

『
北
海
道
大
学
大
塚
奨
励
金
』
並
び
に
私
費
外
国
人
留
学
生
に
特
化

し
た
『
北
道
大
学
総
長
奨
励
金
』
を
創
設
し
た
。

こ
れ
ら
の
制
度
の
概
要
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

二
北
海
道
大
学
新
渡
戸
奨
学
金
（
後
に
「
新
渡
戸
賞
」
と
な
る
。）

①
学
業
成
績
が
秀
で
て
お
り
、
か
つ
、
人
格
に
優
れ
、
他
の
学
生

の
模
範
に
な
る
と
認
め
ら
れ
る
学
部
学
生
に
対
し
、
優
秀
学
生
育
成

の
た
め
に
奨
学
金
を
給
付
す
る
も
の
で
あ
り
、
平
成
一
六
年
度
入
学

者
か
ら
実
施
す
る
。

②
奨
学
生
の
対
象
は
、
学
部
二
学
年
学
生
で
、
学
部
ご
と
に
定
員

三
〇
名
に
一
名
の
割
合
と
し
、
全
学
で
八
九
名
を
予
定

③
判
定
基
準
は
、
一
学
年
時
に
別
に
定
め
る
単
位
以
上
を
修
得
し

た
者
の
う
ち
、
成
績
上
位
の
者
（
末
尾
に
同
点
者
が
あ
る
場
合
は
こ

れ
を
含
む
。
）
に
給
付
。
そ
の
単
位
の
計
算
方
法
は
、
Ｇ
Ｐ
Ａ
に
よ

る
計
算
方
式
と
す
る
。

④
奨
学
金
の
額
及
び
給
付
の
方
法
は
一
人
二
〇
万
円
と
し
、
六
月

一
二
月
の
二
回
に
分
け
て
各
一
〇
万
円
支
給

⑤
奨
学
生
は
、
学
部
長
の
推
薦
に
よ
り
、
総
長
が
決
定
す
る
。

⑥
事
業
総
額
一
七
八
〇
万
円

冠
は
、
戦
前
の
日
本
を
代
表
す
る
国
際
人
・
教
育
者
で
あ
り
、

「
旧
五
千
円
紙
幣
」
の
肖
像
と
し
て
広
く
知
ら
れ
て
い
る
新
渡
戸
稲

造
博
士
に
因
ん
で
い
る
。
博
士
は
、
明
治
一
四
年
に
札
幌
農
学
校

（
北
海
道
大
学
の
前
身
）
第
二
期
生
と
し
て
卒
業
さ
れ
、
明
治
二
四

年
か
ら
七
年
間
母
校
の
教
授
と
し
て
教
鞭
を
と
ら
れ
た
。

名
著
「
武
士
道
」
に
よ
る
日
本
の
精
神
文
化
の
紹
介
、
国
際
連
盟

事
務
局
次
長
と
し
て
の
平
和
文
化
活
動
は
、
博
士
の
名
声
を
国
際
的

に
高
め
る
こ
と
に
な
っ
た
。
ま
た
、「
わ
れ
太
平
洋
の
橋
と
な
ら
ん
」

と
い
う
名
言
も
よ
く
知
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
ま
さ
に
本
学
の
成

績
優
秀
者
に
与
え
ら
れ
る
賞
に
相
応
し
い
名
称
で
あ
る
と
い
え
る
。

三
北
海
道
大
学
大
塚
奨
励
金
（
後
に
「
大
塚
賞
」
と
な
る
。）

本
制
度
は
男
女
共
同
参
画
事
業
の
一
環
と
し
て
、
研
究
者
を
目
指

す
優
秀
な
女
子
学
生
育
成
の
た
め
の
奨
励
金
制
度
で
あ
る
。

①
対
象
は
、
大
学
院
博
士
課
程
最
終
年
次
学
生
（
留
年
者
を
除
く
。）

で
、
当
該
年
度
内
に
修
了
す
る
女
子
学
生
一
〇
名
に
給
付
す
る
。

た
だ
し
、
留
年
者
で
あ
っ
て
も
特
別
な
事
情
が
あ
る
と
総
長
が
認

め
た
場
合
は
、
対
象
者
と
す
る
。

②
各
研
究
科
長
（
学
院
長
）
か
ら
の
推
薦
に
よ
り
、
教
育
改
革
室

で
審
査
を
行
い
、
総
長
が
決
定
す
る
。
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一
は
じ
め
に

北
海
道
大
学
は
、
学
士
号
を
授
与
す
る
日
本
で
最
初
の
近
代
的
高

等
教
育
機
関
で
あ
る
札
幌
農
学
校
と
し
て
、
一
八
七
六
年
（
明
治
九

年
）
に
創
設
さ
れ
た
。

初
代
教

頭
の
Ｗ

．

Ｓ

．

ク
ラ
ー
ク
博
士
が
札
幌
を
去
る
際
に
見
送
り

の
学
生
た
ち
に
残
し
た
言
葉
「
B
o
y
s,
b
e
a
m
b
itio
u
s」
は
、
全
国

的
に
知
ら
れ
て
い
る
。

本
学
は
、
百
三
十
余
年
の
歴
史
の
中
で
教
育
研
究
の
理
念
と
し
て
、

「
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
精
神
」「
国
際
性
の
涵
養
」「
全
人
教
育
」「
実
学
の

重
視
」
を
掲
げ
、
国
際
的
な
教
育
研
究
の
拠
点
を
目
指
し
て
教
職
員
・

学
生
が
一
丸
と
な
っ
て
努
力
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

平
成
一
六
年
度
か
ら
の
国
立
大
学
法
人
化
に
伴
い
、
本
学
の
中
期

目
標
・
中
期
計
画
で
は
、「
学
生
の
修
学
意
欲
の
向
上
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
な
ど
の
社
会
活
動
を
促
進
す
る
た
め
、
顕
彰
制
度
の
充
実
を
図
る
。」

を
掲

げ
、
総
長

室
の

下
に
設

置
さ
れ
た
「
教
育

改
革

室
」
（
教
育

担

当
副
学
長
を
室
長
と
し
、
事
務
局
長
・
三
名
の
役
員
補
佐
・
教
育
研

究
組
織
か
ら
四
名
・
学
務
部
長
の
一
〇
名
で
構
成
）
に
お
い
て
鋭
意

検
討
さ
れ
た
。

こ
の
結
果
、
大
学
を
巡
る
今
後
の
競
争
的
環
境
、
大
学
全
入
時
代

の
到
来
等
を
考
慮
し
、
学
生
の
生
活
環
境
を
改
善
す
る
た
め
の
取
組

の
一
環
と
し
て
、
平
成
一
七
年
度
か
ら
学
生
の

勉
学
や
研
究

へ
の
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●
事
例
紹
介

●

北
海
道
大
学
に
お
け
る
奨
学
支
援
へ
の
取
組

横
山

伸
一

（
北
海
道
大
学
学
務
部
長
）



②
給
付
額
は
一
人
に
つ
き
二
〇
〇
万
円
（
初
年
度
）
で
、
そ
の
期

間
は
、
修
士
課
程
二
年
以
内
、
博
士
後
期
課
程
三
年
以
内
（
医
・
歯
・

獣
医
は
四
年
以
内
）
、
専
門
職
学
位
課
程
二
年
以
内
（
法
律
実
務
専

攻
は
三
年
以
内
）
で
一
五
〇
万
円
の
給
付
と
し
て
い
る
。

こ
れ
は
、
初
年
度
に
お
い
て
渡
日
・
帰
国
旅
費
、
検
定
料
、
入
学

料
、
授
業
料
を
、
次
年
度
以
降
は
授
業
料
を
そ
れ
ぞ
れ
補
填
す
る
分

を
含
め
て
い
る
。

③
事
業
総
額
一
〇
〇
〇
万
円

以
上
を
基
に
し
て
、
平
成
一
八
年
四
月
に
中
国
か
ら
二
人
、
韓
国

か
ら
一
人
、
一
九
年
四
月
も
同
様
、
二
〇
年
四
月
に
あ
っ
て
は
、
中

国
か
ら
三
人
を
候
補
者
と
し
て
決
定
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

五
お
わ
り
に

以
上
が
全
学
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
も
の
で
あ
る
が
、
医
学
部
に

は
音
羽
博
次
奨
学
金
、
農
学
部
の
私
費
外
国
人
留
学
生
奨
学
金
、
情

報
科
学
研
究
科
の
瓔
珞
奨
学
金
、
公
共
政
策
学
教
育
部
の
成
績
優
秀

者
へ
の
勉
学
奨
励
金
な
ど
各
部
局
に
お
い
て
も
そ
れ
ぞ
れ
の
資
金

（
基
金
）
に
よ
っ
て
奨
学
支
援
を
行
っ
て
い
る
。

国
立
大
学
法
人
と
な
っ
た
い
ま
、
大
学
運
営
の
効
率
化
が
求
め
ら

れ
、
安
定
的
な
財
政
基
盤
の
確
立
が
き
わ
め
て
重
要
な
課
題
と
な
っ

て
い
る
。
本
学
に
お
い
て
は
、
大
学
の
自
主
性
・
自
立
性
を
こ
れ
ま

で
以
上
に
発
揮
す
る
た
め
、
創
基
一
三
〇
年
目
の
挑
戦
と
し
て
、
独

自
の
基
金
を
設
け
る
こ
と
が
不
可
欠
で
あ
る
と
の
認
識
に
立
ち
、
広

く
企
業
、
個
人
、
同
窓
生
及
び
教
職
員
か
ら
支
援
を
頂
く
「
北
大
フ

ロ
ン
テ
ィ
ア
基
金
」
を
創
設
し
た
。

こ
の
基
金
か
ら
の
支
援
の
一
つ
と
し
て
、
奨
学
金
等
制
度
の
充
実

が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。
金
額
・
人
数
の
問
題
も
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る

が
、
到
来
す
る
大
学
全
入
時
代
に
お
い
て
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
多
様

な
学
生
が
入
学
す
る
こ
と
が
予
測
さ
れ
る
中
、
い
か
に
優
秀
な
学
生

を
確
保
し
て
い
く
の
か
、
い
か
に
付
加
価
値
を
つ
け
て
社
会
に
送
り

だ
し
て
い
く
の
か
、
こ
の
基
金
の
使
途
・
有
効
活
用
に
つ
い
て
大
学

全
体
の
問
題
と
し
て
捉
え
、
大
学
の
使
命
を
再
度
確
認
し
、
学
生
の

立
場
に
な
っ
て
考
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
う
。

本
学
に
と
っ
て
、
こ
れ
ら
の
制
度
に
よ
り
、
ど
の
よ
う
な
成
果
が

得
ら
れ
た
の
か
を
次
期
中
期
目
標
・
中
期
計
画
策
定
ま
で
に
検
証
し

て
い
く
必
要
が
あ
る
。

ま
た
、
教
育
費
の
負
担
軽
減
、
教
育
の
機
会

均
等
へ
の
寄

与
、
次

代
の
社
会
を
担
う
人
材
育
成
の
観
点
か
ら
も
、
学
生
に
対
す
る
日
本
学

生
支
援
機
構
の
奨
学
金
事
業
の
更
な
る
充
実
・
発
展
を
期
待
し
た
い
。
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③
奨
励
金
の
額
は
、
一
人
五
〇
万
円
と
す
る
。

④
事
業
総
額
五
〇
〇
万
円

こ
の
賞
の
選
考
基

準
は
特
に
設
け
て
い
な
い
が
、
業
績
目

録
（
博
士

学
位
論
文
名
・
競
争
的
資
金
の
獲
得
状
況
・
留
学
先
で
の
学
位
論
文
・

学
会

誌
又
は
学

術
雑

誌
へ
の
論

文
掲

載
・
学
会

賞
又
は
学

術
賞
等
の

受
賞

状
況
・
修
業
年

限
の
短

縮
・
研
究
科
等
で
認
め
ら
れ
た
業
績
・

そ
の
他
の
研
究
歴
）
に
ウ
エ
ー
ト
を
置
き
選
考
に
当
た
っ
て
い
る
。

当
初
は
、
六
・
九
・
一
二
・
三
月
の
修
了
時
に
行
っ
て
い
た
が
一

九
年
度
か
ら
年
度
末
に
選
考
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

ま
た
、
こ
の
賞
の
趣
旨
に
鑑
み
、
一
年
後
に
現
況
報
告
や
そ
の
研

究
成
果
報
告
を
提
出
さ
せ
る
こ
と
を
義
務
づ
け
た
。

こ
れ
ま
で
の
二
〇
名
の
受
賞
者
は
、
現

在
、
大
学
や
理
化
学
研
究

所
、
産
業
技
術
総
合
研
究
所
、
薬
品
会
社
研
究
部
門
等
に
お
い
て
研

究
者
と
し
て
活
躍
し
て
い
る
。

冠
は
、
本
学
の
監
事
を
さ
れ
て
い
る
名
誉
教
授
の
大
塚
榮
子
先
生

に
因
ん
で
い
る
。

先
生
は
、
本
学
医
学
部
薬
学
科
を
卒
業
、
同
大
学
院
薬
学
研
究
科

博
士
課
程
を
修
了
し
、
薬
学
博
士
の
学
位
を
授
与
さ
れ
、
そ
の
後
米

国
ウ
ィ
ス
コ
ン
シ
ン
大
学
等
の
勤
務
を
経
て
、
昭
和
五
九
年
か
ら
本

学
教
授
と
し
て
平
成
一
一
年
の
退
官
ま
で
勤
務
さ
れ
た
。
こ
の
間
、

「
日
本
薬
学
会
奨
励
賞
」、「

高
松
宮
妃
癌
研
究
基
金
特
別
学
術
賞
」、

「
秋
山
記
念
生
命
科
学
振
興
財
団
賞
」
な
ど
を
受
賞
す
る
と
と
も
に
、

平
成
八
年
に
は
「
日
本
学
士
院
賞
」
を
受
賞
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
平
成
一
七
年
に
は
産
業
技
術
総
合
研
究
所
か
ら
「
名
誉
フ
ェ

ロ
ー
」
の
称
号
が
授
与
さ
れ
て
い
る
。

女
子
の
博
士
課
程
修
了
学
生
が
少
な
い
時
代
に
、
研
究
者
と
し
て

数
多
く
の
業
績
を
上
げ
ら
れ
た
大
塚
先
生
の
名
を
冠
と
し
た
こ
の
賞

は
、
研
究
者
を
目
指
す
本
学
の
女
子
学
生
の
大
き
な
励
み
と
な
る
賞

で
あ
る
と
い
え
る
。

四
北
海
道
大
学
総
長
奨
励
金

こ
の
制
度
は
、
大
学
院
に
優
秀
な
私
費
留
学
生
を
受
け
入
れ
る
た

め
、
学
業
が
極
め
て
優
秀
で
、
か
つ
、
本
学
の
教
育
研
究
等
及
び
日

本
文
化
等
に
大
き
な
関
心
を
持
つ
外
国
人
に
対
し
、
奨
励
金
を
給
付

す
る
こ
と
に
よ
り
、
留
学
生
の
質
的
向
上
及
び
受
入
れ
の
拡
充
を
図

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。

①
選
考
方
法
は
、
総
長
が
予
め
指
名
し
た
本
学
に
在
職
の
外
国
人

教
員
五
名
が
、
そ
れ
ぞ
れ
二
名
以
内
の
候
補
者
を
総
長
に
推
薦
し
、

国
際
交
流
室
の
下
に
選
考
会
を
設
け
て
選
考
す
る
。

そ
の
基

準
は
、
専
攻
分

野
及
び
研
究
計
画
の

適
格
性
、
学
業
成
績

が
極
め
て
優
秀
で
あ
り
、
日
本
語
能
力
が
優
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
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